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1　研究目的

　4蒜時艦おける集団内での個性発現・個体差形成の様

式と意味，及びその個体内メカ昌 ズムに関する一般理諭

を模索し，実際の育児や保健指導の一助としたし㌔・』

　総合母子保健セソター保健指導部では，串生後タり6

歳まで小児の発育・発達を観察レ・ その健診記録は・ 』カ

ルテからデータ艶ト 醇しかえら融琳存さ紙い
る1）。その資料をもと比， 4歳児の個性や個体差が形成

されるら
際に，一 のような要素がどの程度関与している

か縦断的に研究した。遣伝や環境φゆらぎと・個体内の

ゆらぎとの闘運の有無を検討しゴより健康な児を育てる

為の資料としたい。　』 』 、r｝ン・『三1　 　

五　対．象

総合母子保健センター愛育病院で昭和35～50年に出生

した児，』約1万人のうち，3歳11象月より4歳孝ヵ月ま

での間に当セソタ」保健指導部を受診し，カルテ記載が

整っていてデータシートに記載のある・504例を対象とし

た。男児261例，女児243例であった。

．出生時体重，両親の体窟や身畏，』 4歳時の体重や身長

とのそれぞれの相関係数を計算し『，7どめ程度め関連があ

るか検討したと

　4歳時の外遊びの有無ll文字の読み密き∫ 数の理鱈

一悔緒安定，怒りっぼい，こわがり，落ちつぎがな㌧1・ド大

人との関係の上手下手を母親に問診した結果と，狂娠中

母親学級受講の有無｝、出生順位，アブガール指数，祖父

母の同居の有無・両親の学歴や神経琿ゐ有無・母親の職

業の有無，住居の日当や静騒や庭の有無・生後王ヵ月時

の栄養法や梁血や多血症の有無首すわりの時期との関

連を，カイ平方検定により検討した。㌧

w、結　果

　出生時体重，父母の体重別に，4歳時の体重の平均値

をグラフ （男1図1，女1図2）で示レた。”（〉内Φ

数字は・それぞれの体重を示した例教であるが，3例以

下はグラフに示してい濾騨偏鞭郵賊体重が
1，解g，女児体重が・L7砲であった。1

　　　　　　　　　　　図、

図1男児4歳体重

皿聾方法

この5醐につ㌧、1朔女別に以下顧馳馳上殊

関連の有無を検討した。

　出生時体重を500牙毎，両親の体量を5紹毎に区切り

それぞれあ群でめ4歳時の体重の平均値を、計算した。

又，出生時体重を5005毎，両親の身長を 5伽毎に区切

り，それぞれの群での4歳時の身長の平均値を計算し

たδ出生時身長は測定が難しく誤差が大きいと考えられ

るので，出生時の指標は体重のみとした。
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図2　女児4歳体重
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表丁　各々の相関係数

ぼ

4歳時の体重 4歳時の身長

男 駐干 女兜 男　児　女　児
1

l　　　　　　　r

出生時体重

父体重

父身畏二

’母体重

母身長

　＊＊＊＊　　　　＊＊＊＊　　　 ＊＊＊＊　　　＊＊＊＊
α32（261）0・32（242〉0，26（261）0．29（242）

＊＊＊　　　　＊＊＊　　　　＊＊＊　　　 ＊
0よ26（17エ）0・25（167）0，23（171）0，エ7（167）

伽（・77）α・5（・70）α・gl肇77）軌35欝茜）

　 ＊＊＊ 　　　＊＊＊＊　　　　＊＊　　　　＊＊＊＊
0・25（164）0・42（166）0，24（165）0．37（166）

　＊＊＊　　　　＊＊＊＊　　　　承＊＊＊　　　＊＊＊＊
0・27（172）0・32（173）0．35（エ73）0．36（173）

出生時体重，父母の身長別に4歳時の身長の平均値も

グラ7（男：図3・：女 ：図4）で示レ牽。，（．〉内の数

字はそれぞ胞の出生時体重や身長を示した例数．である

が，4例以下はグラフに示していない。標準偏差値は男

児身長が二3，㍗監女児身長が3ヂ＆叩であづた。．

図3・男児4歳身長
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表2　男児の相関係数（体重）

出生時体重 父体重 母体璽
出生時体重

体重
母体重1

　1

07　
0，17＊

『0．07

10．08

0‘17＊

0，081

1
』［

　＊＝・P＜0．05

て衰3　女児の相関係数（体重）
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表4　男児の相関係数（身長）

出生時体重 』父身長　 母身長
I　　　　　　　　　I

出生時体重

父身長

母身長

　・1
一〇．01

．0．21＊＊

』70・01。

　 1

　0．12

’0β1＊＊

ド0．工2・一・

　1

次に4歳時の魎や躯と，出生瞬重両親の魎
や身長とは・どの程度の相関があるか・．相関係数を表1

に示した・　（　）内の数字は各々の相闘係数を訓・算した

際の例数で顔 皇

父親の幕ξ蝋吻額鱒徽の欄がなか枕
が・それ以艇韓吻緯や脹と㌧．出生時体重・両・
親の体重や身畏と ほ， すべて低い相関があり，危険率5

躰：P〈0．Oユ

表5　女児の相関係数 （身長）

1出生嚇重 父身長1 母身 長

出生時体重
身長「母身長

工0．07α32＊轡 　0，07

1

o．05

住32梛＊

．05

　 r弊＊＊』マく0、0001

％以下で有意であらた6　 1：1 、、＼プ 』ノ・、Y陰し．

出生時体重・両親の体露と・のそれぞれの相関係数を表

2！く男児 159例）』表3 ．（女児1■65例〉rに示 した6二 』
．、

1出生時体重・両親の身長とのそれぞれの相関係数を表

4（男児171例），表5 ・（女児 171例〉』に示した。、

一42一



加藤他：4歳時における個性発現の臨床的分析

　以上の結果より，4歳時の体重と・出生時体重・両親

の体重との間の重相関係数は男児0・44，女児0・50と計算

された。4歳時の身長と，出生時体重・両親の身長との

間の重相関係数腺男児0，42，女児0，50と計算された。

　4歳時の外遊びの有無，文字の読み書ぎ，数の理解，

情緒安定，怒りっぼい，こわがり，落ちつきがない，大

人との関係の上手下手を母親に問診した結果と，男女

別，妊娠中母親学級受講の有無・出生順位・アプガール

指数，祖父母の同居の有無、両親の学歴や神経質の有

無，母親の職業の有無，住居の日当や静騒や庭の有無

生後1ヵ月時の栄養法や貧血や多血症の有無・首すわり

の時期との関運を調査した中では，出生順位と文字が読

めるか，男女別と文字が轡けるかの調査以外に有意の相

関を示した経合わせはなかった。出生順位別に文字が読

めるか（表6），男女別に文字が書けるか（表1）の各々

の例数をそれぞれ表に示した。

　裏6 出生順位と文字の読解

文字が続めるか？

る。

　出生順位が早い程，4歳時で文字が読める率が高いの

は，子供の数が少ない程，親が子供に接する時間歩長く

て，子供に教えら胞ることを示していると考えら馳る。

子供の出生順位と母親の行動と爾関係は，第二，三子に

比べて第一子の方に働きかけが多いという報告2》と一致

する。

　男児より女児の方が，4歳時で文字が書ける率が高い

のは，女児の方が言葉の発達が早いと感じる親が多い3》

ことと関速があると考えられる。

前回の調査では，アブガール指数4》，生後1ヵ月時の

栄養法や多血症の有無じ》，首すわりの時期5》は・3歳の

工．Q，D．Q，運動機能等と関運があったが・今回の調

査では例数が少ないせいもあり，カイ平方検定では4歳

時の種々の能力とそれらとは有意の関連は見出せなかっ

た。

（十）　　（士）　　（一） 計

出生順位1

　〃　　2
　〃　　　3

109　　81　　　53
9　　29　　　27

3　　　6　　　12

243

521

計
1
　131　　116

92 339

　　　　　　　　π2≡21、5＞20．0（Pく0・001）

表7　男女と文字書き

文字が書けるか？

（＋） （±）（一）1 計

4歳男児
歳女児

10

5
25　　　81

1　　　50

116

26

計’
125 86・3・1 242

　　　　　　　　π2＝23．0＞15，4（P〈0・001）

　出生順位が早いほど危険率0，1％で文字が読める率が

高く，男児より女児の方が危険率0．1％で文字が醤ける

率が高かった。

w　結　論

V　考　案

　出生時体重，両親の体重や身長が大きくなるにつれ

て，4歳時の体重や身長は，平均として大きくなる傾向

は図1～4によって判明した。又，相関係数や重相関係

数より，出生時体露や両親の体露や身長がわかれば，出

生時に4歳時の体重や身長がかなり予測でぎると思われ

　当院で幽産するような社会的階層（一般的には・都市

の中で中の上位と考えられる）の中では・4歳児の個性

や個体差は，祖父母の同居，住居の状態・栄養法等の環

境因子より，両親の体露や身長・男女差等の生物学的因

子により影響されると考えられる。生物学的因子である

出生順位は，その結果として環塊が変わってくると考え

られる。

　本研究の要旨は第29回日本小児保健学会単て発表し

たo

　なお本研究の研究費は，文部省「個性の発現過程の解

析」研究班の研究饗による。
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